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　　　　　　　　　　生薬製剤の 薬物学的特性 （第 IV 報）
1）

黄色ブ ドウ球菌 226株に よる マ ウスの膿瘍に対する排膿湯お よび排膿散の 作用

鹿野美弘，斉藤謙
一

， 木島 IE た

　　　　北 海道薬科大学
2 ｝

　　　Pharmaco 豆ogical 　Properties　of　Galenical　Preparation（IV）
D

Effect　of 　Chinese皿 edicinal 　Prescriptions ‘‘Haino−to，，
　and

‘‘Haino・san ， ，

　　 0n 　Mouse　Carbunde　Induced　by　Staphytococcus αureus 　226

YosHIHIRo，　KANo 　KEN −IcHI　SAITQ　 and 　MAsAo 　KoNosHIMA

Hok’kaide　lnstitute　Of1　Pharmaseutical　Science∫z）

（Received 　Junc　4 ，
1979）

　Both ’‘Haino −to”and
し」IlaiIIQ−salゴ’are し⊥sed 　ln　Chinese　mediclne 　fbr　the 　treatment 　of 　pyogenic

in且bctions．　The 　presellt　paper　discusse3　the　effects 　of 　thcsc　prcscrip〔ions　on しhe　size 　of 　carbuncle

prQduced 　ill　 nlousc 　skin 　by　Stqメ，妙’o ω σα ぜ．s　infection（∫t．　 auj
’
eus 　226）．　The 　fbllQwing 　results 　were

obtained ，

　1）　Administration　of
‘‘Haino．t♂ decoctionshowed　positive　effect 　in　 the 服 rlγ stage 　oll　carbunde

fbrmation．

　2）　Administration　o 〔
5‘Hain ‘）

−san ”decoction　apparen しly　showed 　 no 　 eflbct 　on 　reducing 　 the

si乙 e　in　early 　stage 　of 　carbunde 　是brrrlatiQn，　however 　亘　alleviated 　the 　eondiLi 〔，ns 　in　the 　zcnithal

stage 　of 　carbuncle
，
　considcrabl ｝

，，

　排膿湯，排膿散は と もに 金践要略第十八 瘡癰陽癰浸淫篇に 収載され ，化膿性疾 愚の 治療 に 用い られ て きた 漢方処方

て あ る・また 排膿湯と排膿散 の 合 方は，排膿散 及 湯 と して 占益 襃洞
3） 以 来多用 されて きた．そ の 処方構成生薬 は ，

TABLE 　I に 示 す ご と くで あ る．こ れ ら rl可処 力の 毛薬 は 桔梗 とす る説
4 〕

と，そ うで な い と す る説 5〕
が あ る．

　こ れ ら両処方の 適応に 関 す る記載は ，TABLE 　tl の ご と く で あ り，用 法上 の 相異 に 関 して 明 確 さを 欠 き統一され て

い な い ，

　 しか し近 年お が 国で は ，排膿湯は 化膿性 疾患 の 靭其屠また は 緩期 の 腫 脹 や 緊 張 の 少 な い 時期 に 用 い ，排 膿散は 化 膿性

炎症 の 浸潤が 強 くて 堅 硬状態 の 時期に 1．目い る 6 ，
の が ，

．
般 的な用法とされ て い る．こ の 構成生薬の 組 み 合わ せ の 相異

と ， 疾患 の 症状推移 との 関連 は ，漢方処 方の 特性 を 考察す る 上 て も，非常に 興 味あ る もの で あ る．今 日，排 膿 湯，排

膿散 の 薬 効 に 関 す る研 究 は ，臨 床的知見に と ど ま り，実験薬理 学的研 究 は 溝成生薬 個 々 に 限定 され て い る．構成生薬

の 薬埋 学的研究を化膿性疾患，す な わ ち 膿瘍 に 対 す る治療効果に 関連す る もの を中心に 倹討すれ ぱ 以
．
ドの ご とくで あ

る．

　桔梗 に つ い て は ，東海林らη が 鎮咳効果，江 田 ら
8）

が血 糖下降作用 ， 山原 ら m が抗潰瘍作用 に つ い て ， サ ポ ニソ 成

D 第皿報 ： 鹿野美弘 ， 木島正 夫，生薬，32，53（19フ8）．
2）Loca しion： 7−／，　Katuraoんa −cho ，　 Otaru，

3）西 Ll．1英雄，
“
和 訓 類聚方広義 ・方義 ・方 極 ・

重校薬徴
’，
，池 中商事，奈良県榛原町，1969，　 p．97．

4）湯木求真，
“

臨床応用 漢方医 学解説
”
，燎原書店，東京，1976，p ．81．

5）龍野
一雄 ，

“
漢 方入門講座，．E巻

”
，中国漢力医学書刊行会，東京 ， 王974，

　 p，762，
6）大 塚 敬 節 ，

“
漢方治療 の 実際

”
，南山堂，東京，1977，p．510 ．

7）東海林徹，木 卩ll憲佐，応用薬理，10，4〔｝7（］975）．
8）江田昭英，吉 田 宏之，永井卜拿弌，水野瑞夫 ， 日薬理 誌，67，223（197D ．
9）山原條二 ，金真理 子，沢 田 徳之助 ， 藤村　一，生薬，28，33（197・T）．
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TABLE　 L 　排膿散 と排膿湯 の 処 方構成 生薬 と 各生薬用 量 （giday ）

文 献 名

　　　　　 処

排 　　　膿　　　散 a）

　　　　　 構

桔 梗
［：）

萄 薬
d）

枳 実
ω

成

方 　　　　　　 名

排　　 　　膿　 　　　湯
b）

生 　　 　　 薬

桔 梗
c）

片 草 f） 生 姜 9）

大 棗
h ｝

処 方 分 量 集

治 療 の 実 際

処 方 解 説

金匱要略入門

診 療 医 典

応 粥 の 実 際

処 　 方 　 集

漢 方 と 漢 薬

明解漢方処方

1．01

．52
．02

．0

且，01

．52

．0

3，03

．05
．06

．03

．03

．06

．〔〕

3．03

．05
，08

．03

．03

．OlO

．0

3．03

．05
，03

，04
．Ol

．53

．07

．5

3，03
．03

，02

．03

．〔〕

1．52

．05

，0

3，03

，0

旦．01
，〔〕

3，01

．51

．02

．5

6，06

、06
．03

，06

．06

．02

．56

．0

（排膿散及 湯 と して ）桔梗4．0，甘 草3，0，芍薬3．O，大 棗 3．O，生 姜 2，0，枳実2．0

a） Haino −sall （dosage　fbrm ； powder 　 of 　crude 　 drugs＞．
b〕 Haino −to　（dosage　ft｝rm ； hot　water 　extracL 　of 　crude 　drugs）・
c） Root 　 of 　Plat

］
，codon 　 grandiVeorum　 A ．　 DE 　 CANDoLLE

d） Root 　 of 　Paeoniα alb ！70ra　PALLAs 　 var ．　 trichocarf）a　BuNGL

e ） Immature 　Frult　 of 　Citrus　 spP ．
DRoo し of 　Gl），cJrrhiza 　glabra　 LINNE　 var ．　g’αアtdecitfera　REGEL 　 et 　HERDER

9 ） Rhizome 　 of 　Zingiber　 rM 　 cinale 　RoscoE
h） Fruit　 of 　Ziz］・Phus　 vui

．
aaris 　LAMAK 　 var ．　inel？nis 　BUNGE

TABLE 　 II．漢方文献 に よ る排膿散 と排膿湯 の 薬能比 較

金 匱 要 略 本 義

張　 氏 　 医　 通

方 　　　　　　極

雑 　 病 　 翼　 方

方　　 輿 　　 朝

占　 方　 薬　 嚢

漢 方 処 方 解 説

漢 方 診 療 医 典

漢Jj処方応用 の 実際

漢 方 医 学 解 説

漢 方 治 療 の 実 際

漢 方 入 門 講 座

　　 　 排 　 　 　 膿　 　 　 散

瘡癰将 に 成 らん と して 末 だ成 らず，之を 治
理 す る の 法な b．

内廱膿 便 よ り出つ る を 治す．

瘡家，胸腹拘満 L．，若 し くば 粘痰 を 吐 し，
或は f更膿血 の 者を 治す．

実熱膿，未 だ成 ら ざる者を外消す，

膓廱 の 膿に 成 り し 内托 の 者，重症の 者 に は

効 うす し，す べ て の 腫物 の お し 出 し薬 に 用
ゆ．

堅 く凝 りて 膿 を持 ち 痛む 者，腫れ 物あ り て

熱を 発 1、悪寒 す る
ー
者．

疼痛 を と もな うイ匕膿｛生の 腫物で 気血 凝滞 し

患 部が 緊張 し 炎症浸潤強 く，堅硬 の 状態．

疼痛 を と もな 5．化膿性 の 腫 物 患部 の 緊 張，
堅 硬 の 状態を 71｛す も の，痴，疔，恕， ワ ソ

バ 線炎，凛疽．

諸種 の 化膿
．i生の 炎症，腫物で 患部が 痛 み 発

赤 して 腫れ た り， 硬 くな っ て 緊張 し て い る．

凡 て の 化 膿
．
陸疾患及膿 血 を 排す る諸疾患並

に 粘痰咯出 し難 くして 咳 1嗽す る疾病

患部が半球状に 隆起 して硬 くな っ て い る．

　　　 排 　　　 膿 　　　 湯

尤も緩治 と為す．蓋 し．上 部胸喉の 間 に 瘡癰

と成 らん と欲す るの 機有 り．

内癰膿卩区に 従 っ て 出つ る を 治 す．

膿 血 及 び 粘痰，急迫す る 者 を 治す．

膿潰し ， 精気虚す る者を治す．

膿に 成 りて か ら用 ゆ ， 痛の 強き方に 効あ り，

痛を能 く和け る．

ilMaj の 化濃 を治す．其 の 場 所 は
一

定せ ず，
何れ も痛み が 急迫症状 の 証 を と る．

大体 に お い て 虚証で ，熱性 の 化膿症の 初期

ま た は緩期 の 症状．

排膿散 を 用 い る 前 （腫れ物 の 極め て 初期）

ま た わ 排膿散 を 用 い て 大勢 の くじけ た の ち．

化 膿．1生炎症 の ご く初期で 局所 の 腫脹や累張
が 少な い 時 期．

排膿散 に 同 じ．

ま だ 著 し く隆起 が 起 らな い 初 期．

排膿湯は 排膿湯だけを単方で 用い ， 排膿散 を合 して 用い た こ とは ない ．

1． 患部及び 性質が 閉鎖 性で ある．

2．　 浸潤熱感が 強 く排 膿 し難い ．

19

歯

3．　 皮 卜
’
や 奥深い 隠れた 所に 膿 が た ま っ て 　　3．

　 　 い る ，

4． 大 実痛．　 　　 　　 　　　 　　 　　 　 4．

患部及 び 性質が 開放性 で あ る ．

周囲 の 浸潤熱感 は強 くな く， 排膿 し て

い る．

気道や 体表な ど外気に 触れ る タトへ 膿が

出て い る，

膿成 らん と して 痛むもの．

（190 ）
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分 の 粗 platycodin に つ い て は 高木 ら
10〕

が溶血，局所刺激作用，中枢抑制 （鎮痛 ， 鎮静 ， 下熱）， 抗炎症， 抗 ア レ ル

ギ ー
t 鎖咳去た ん作用 な どに つ い て，川島ら

11）
が 胃液分泌抑 ftlJ，抗潰瘍作用，加藤 ら

12〕が 末梢血管拡張f乍用o’こつ い て

報告 し て い る．

　
．t↑草 に つ い て は ，　 Revey ｝．13｝が 消化器性潰瘍 に 刈す る 効果 ｝こ つ い

ヤ
（ 1）esmarcz14 ）

， 野村
玉5 ）

， 高木
「6＞

が 実験的消化器性

潰瘍に 対す る効果 に つ い て，石 井
17 ）

が 有効画分 FM 　lOO の 胃液分 泌 抑制作用 に つ い て，高木18）が 潰蕩修復促進作用

に つ い て ，
Molhuysen ら19） が カ ン ゾ ウ tL キ ス の デ オ キ シ コ ノレ チ コ ス テ 卩 ソ 様作用，　 van 　HulLE2G） が エ ス ト ロ ゲ ン 様

f乍用，Gunitz2D が 実験 的皮膚障害治癒作用 に つ い て ，グ リチ ル リチ ン お よ び グ ト丿チ ル レ チ ソ 酸に 関 して は，　 Kraus22）、

Atherden23’，　 G ・een 　 P、
・41

が 副腎皮 質の 水 電 解質・t，ル モ γ 様作 用，熊谷 ら25切 〜糖 質 ホ ル モ ン 様 作凧 エ ス ト ・ ゲ ソ 様

1乍用などに つ い て ，AndersQn 　26｝ らが 鎮咳f乍凧 　Finney ら
27）

が 抗炎症f’F用，三 宅
zs）

が 抗 ア レ ル ギー作用，三 好
29）

が 解毒1乍用 ，堂 野 前 ら
3D 〕

が 高脂 ［fiL症 改 善作 用 ，　 Segal ら
3D

が 溶 血 作用 に つ い て 報告 L て い る．

　生姜に つ い て は，鐵本
32〕

が 抗菌作川，　’F旧
33）

が diastasc促進1乍用，　 III田 34〕
が II区吐 の 抑制f乍用 ， 菅谷 ら

35） が 抗け

い れ ん 作用 に つ い て 報告して い る．

　大 棗に つ い て は ，江川ら
36）

が皮膚過敏性抗体の 産生を抑制す る1’F用を報告 して い る．

　苟薬 に つ い て は，細野 ら
37）

が ウ サ ギ 胃運動と摘出腸管 へ の 作用 菅．谷 ら
35〕

が抗け い れ ん 作用 ， 赤羽 ら
3s）

が ウ サ ギ腸

管運動亢進，モ ル モ ッ ト摘出腸 管運 動抑制、マ ウ ス 摘出子 宮運動へ の 作凧 モ ル モ ッ ト気管支拡張作用などに つ い て，

paeoniflorinにつ い て は，高木，原 田
39 ｝

が ri
．
1枢作用 ， 抗炎症作用 ， 胃液分泌 抑制作用，ス ト レ ス 潰瘍予防作用，抗利

尿作用，お よ び LI草画 分 FM 　100 との 併用効果，循環呼吸器系と摘出臓器に お よぼす作用に つ い て 報告 して い る．

　枳実 に つ い て は ，細野ら
40） が ウ サ ギ 摘出腸管運動抑制 ， 江田 ら41）

が抗 ア レ ル ギ ー作用 に つ い て 報告 し て い る ．

　こ れ ら構成 生薬の 個 々 の 生理活「生か ら，排膿湯，排膿散 の 効果，と りわ け両処方の 用 法上 の 違い に まで 論ず る こ と
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が で きな い の は 当然 で あ る．しか し，
こ れ ら生薬 の 抗菌性 ， 抗炎症 rド用 ， 潰瘍修復作用 な どか ら排膿 湯お よ び 排膿散

に 膿瘍治癒効果が 期待 され る こ とも否定 で きない ．

　今回，著者 らは ，こ れ ら処 方の 薬物効果 の 倹討を 試み た ．また 処 方に お げ る 個 々 の 生薬 の 役割 り と 相 互 作 用 ，そ の

薬効成分の 検索 を 行な う 凵的 て 研究 を行 な っ た，まずrg−一・に ，
マ ウ ス に お け る実験 的膿瘍

42・43〕
に 対す る治癒効果を指

標に ，．二れ ら 処方を険討 L若 干の 知見を得た の て報 告す る．

実　験　の　部

　 1． 実験材料

　桔梗，廿草，苟薬，枳実，生姜，大棗 は ，い ずれ も局方 IFi場品を用い た
44）．

　1） 排膿 湯 の 調 製　桔 梗 7．5，口草 5，0，生姜 2．5，大棗 6，｛〕の 重量：比 で 混合 した ，6 倍量 の 水 を加 え L5 時間加1

熱 （沸騰）抽出 し，の ち熱時多重 ガ
ーゼ に て 濾過，残渣を同様に 再度抽出 し，抽出液を 合わ し減圧濃縮，生 薬乾燥 重

量50％濃度に 調製，冷凍保存 した．

　2） 排膿散 の 調製　桔梗 1．O，苟薬 3．　O，枳実 3．0 の 重量 比 で 混 合 した．散と して の 用法 を 考慮 し 混 合生薬 を 50％

エ タ ノ
ー

ル で 抽出，以下捌膿湯調 製に 準 じて 行ない ，完全に 水 に 置換 して 保存 しk ．本実験 に お い て は，卵黄は 除外

し た ，

　 2． 実験方法

　1） 病原菌種 と接種液　 マ ウ ス 皮内接種に よ り，安定な 膿瘍 を形成す る StaPh），lococcuj
’
aureus 　226 株を セ レ ク 1・した

の ち大量培養 し
， 分散媒 と して ス キ ム ミル ク 1U％，グ ル タ ミソ 酸 ナ ト リ ウ ム 】％ り 溶液 に 浮 遊 させ ，ア γ プル に 分配

し凍 結 乾燥保存 L、た，用 時，ア ン プ ル 、itり 乾燥保存菌体 を N ．B．培地 （BBL ）5　inl に 懸濁 させ ， さ らに そ の 1 白金耳

を N ．B，培地 10ml に て 約 艮8鴫 陶 静 置培 養 t．た．培 養後，そ の 全量 を 50　ml の N ．B．培地 に 注 ぎ，引き続き振蠱培

養 （37
°

，3 時間30分） し た の ち，遠心分離 （3，000　rpm ，2｛｝分）に よ り 生押 食岳河くに 置換 した。菌濃度は 比色計
4s）

に

ょ り測定，調製 した の ち た だち に 接種 Lた．

　2） 実験動物　DDY 系，雄
・1生，5 週齢 マ ウ ス （20

・− 2f）　9 ） の
・1￥部皮内に 菌液 〔〕．　I　ml ず つ 接種 した ，

　3） 投与方法　冷凍保序中 の 検体 エ キ ス を と り， 用時 ， 投 与濃度に 希釈 しな の ち加熱，熱時濾過 （Toyo ，　No ・2）し，

放冷 して 飲料 水 と して 投 与 した ．投 ケ．昂』は 飲 水 鼠 の 訓測 か ら24時 間 に お レナる 被検動物 の 体重当 りに 換算 した．薬物混

入飲料 水 は ，24時間 ご と に 再 調製 し た．検体 を 5 凵 間投与 した の ち菌液 を接種 L，さ らに 42時間倹体 を与 え た もの を，

42時間判定 の もの と した，倹体を 2 日間与え た の ち菌液を接 種 L ， さ らに 120 時闘 検体 を 与・え た もの を，120時間判

定 の もの と した ．

　4） 薬効の 判定　松浦ら
43 ，

の ．方法に 準｝処 L，撲殺後，た だ ちに 患 部を含む 皮將を 剥離 し， 患部の 膿量 ， 周 辺 部 の 充

血，炎症状況 を主 と し て 観察 した が 組織染色に よ る 判定法は ，fi’”t っ て い な い ．また
“

隈局 した 膿瘍形成 は ，
コ ア グ

ラ
ー．ビ活性 と相関 L て お り，接種菌数 と膿瘍径 との 間に は 直線関係か 認め られ る

1’46）
こ とか ら，一

定 菌数投与 ドに お

け る膿瘍径 の 変化を倹疋 した．隈瘍径 （面積） の 縮小 ｝黜台療効果 と判定す るが ，
こ の 場合，薬物が複合 して い る た め ，

作用 機作 に つ い て 単
一

の もの に 確定す ζ，こ とは 困難で あ る．そ の ！こ め ，既知 薬物 との 効果 の 比 較は 今後 の 分析的検索

に ともない 作用機作が 明 らか とな っ て か ら行 な う予定 で あ る．

結 果

　1．　接種菌量と経過時間の膿瘍形成に お よぼ す影響

　投与菌量 と経過時間 と膿瘍面積の 関係を ，
Fig．1 に 示す．

　菌数 107 個 ！0，lml の 接種 で は ，24〜120時 間 で 膿 瘍 面 積 は きわ め て 小 さ く， 自然治癒効果が著 しい ．　 IOB 個／0．　I

ml の 接種 で は，膿瘍面積が 安定 で あ り，か つ 42時間 目で は 初期的症状 ， 120時 問 目で は 硬結，炎症浸潤が 強 く盛期 の

様相を示 して い る．109fi ／

’o．　I　ml の 接種 で は，54時闘 目以後 も膿瘍は 生長をつ づ け ，膿瘍は皮内に 留 ま らず背部筋

肉層に まで 広が る ，本実験に よ り，以
一
ドの 実験は す べ て 工os 個 10．　l　ml の 接種 量 で ，42時

．
問 目 と120時 間 目 を判定期

42）秋 山 武 久，日本 臨床，特集 疾．霤 モ デ ノし，30，1569．（E972）．

43）松浦　覚，築谷茂夫，松尾梅雄，森訳 英夫， 「守i 茂，神医大紀要，10，26（IY57＞，

44）三国株式会社 （大 阪 ） よ り購 入 （1977），
45）Shimadzu　Baush ＆ L ｛〕mb 　Spectoric　20A ．

46）横浜 ril立 大学医学部，田所 一
郎氏 私信．

（192 ）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Pharmacognosy

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoognosy

S「ze 　of 　Cqrbuncle 　（cm2 ）

O．1　0．2　　　　　　　　0、5　　　　　　　　　　　　　　　　書．0　　　　　　　　　　　　　　　　1．5

　　　　24

　　　　3607

　42

　　　　 54

　　　 120

　　　　 24

　　　　 360B

　 42

　　　　 54

　　　　120

　　　　 24

　　　　 3609

　42

　　　　 54

　　　　120

鬯 Time　in　hrs　αfter　lnocuLαtion

Number　of 塾 y〔o ⊂ o匸 こ us 　q 凵 reus 　226 ［n　O．1　m 【α mouse

Fig，1，　 Relad 。 nslllp 　between　lnoculus　Number　of 　Sta物 ・〜o翩 螂

　 　 　 aureus 　226　and 　S正ze 　of 〔ユarbuncle 　in　rv・Touse　Skin

と した．

　2．　飲 水量 と摂 取 生薬 エ キ ス 量の 相関，お よび生育に およぼ す影響

　検体混入飲料 水 の 濃度と摂取水量 お よ び 摂取 牛薬 エ キ ス 量 の 関係を TABLE 　III に 示 す．

　濃度 と飲 水 量 の 関係 は，生薬重量換算 5％ の 濃度 に な る まで 検体混 人飲料水 に 対して ，   1 日 目以後拒否は 示 さず ，

O，1％〜5．O％ まで 差 が な い ．ま た，外観，休重変化に も著 しい 差 が あ らわ れ な い 。こ の 傾「i・ltk排 膿湯に お い て も排 膿

散に お い て も同 様で あ る が ， 若 「排膿湯 の 飲水量 の 方が 多い 傾向に あ る．20％ 以 ヒに な る と 明 らか に 飲 水量 の 減少 が

認め られ，当然，体「巨は減少 L 丘並 み 等外観に も標準動物 と著 1．い 差が認 め られ る．20％濃度 で は 明 らか に 膿瘍と薬

物 の 関係以外に 強い 要因 が，は た ら くもの と 考え られ る．

　3．　排膿湯の膿瘍治癒効果

　1）　a妾種後421断「罰 ［1に お け る膿瘍面積 の 変化　亅妾種後421ilfma　l『の 膿瘍［Fll憤 を Fig．2 ｝こ71ヒ寸
一
．

　O．55 　gJkgJday，
　 t．15g，tkgtday の 投与群 の 膿瘍面積 が ， 標準病態群に 比べ 有意に 縮小 し て い る．

TABL、E 　III， The 　 Relationship　 between 　 the 　 Dose 　 and 　 thc 　 Ingesしive　 Volume

about 　Haino −to　 and 　Haino ．san

Dose
（％ ）

a ）

0．lo

．30

．51

，03

．05

，010

．020

．0

　 　 　 　 　 　 Haino −tQ

Ingestive　 volunlc 　　　 Ingestive 　 weight

（ml ／rnouse ／day）　　　　　　　（9／kg〜day）

5．064

．225

．294

，954

．6〔｝

5，204

，723

．斗5

0，220

，551

，152

．156

，0011

．3020

．503

〔1，0｛〕

1〕iseased　 con 巳rol ： taP 　 water 　3．6　 mllmouselday ．

Haino −san

Ingestivc　 volume

（mltm 。useiday ）

IllgeStive　 weighr

　 （g！kg！day ）

4．143

．833

，683

．683

．343

，342

．422

．30

0，180

．5｛⊃

o，801

．604

．357

．2510

．5020

．00

Results　 are 　mean 　obtained 丘Qm 　 seven 　days　 administratiorL 　MQuse 、veigh し； 23g．
・ ） Calcul飢 ed 。 n 　 the 〔lry　 weight 　basis・ f　crL 層de　drugs ．
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Size　of　Cαrbuncle 　　21〕
cm

Diseαsed 　 Contro［ ●　8　‘ 亀I　O彎　O　●　0　9 ●●　■　90 ．42 忠0．15 H10mm

DOS ♂

0，22

0．55

1．15

2．15

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1〕

5ize　 of　Carbuncle 　 cm2D 。3♂

o ． ． O ●● ●・　　　O．46 ±0，13　　　　6．00

， ワ ● ■ ， ●● e

。U ・・ ． c● o ●

　 　 　 　 A；
0．29 ±O．09　　　11，30

　 　 　 　 4）／

0．18tO，16　　20．50

， o ■● ■ O ■ ● ■■　0，32土 O，17　　30．00

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1〕
Size 　 of 　Carbunde 　 　cm2

●ら O ● 9●●り　 0 ．37幺 0．17

G ■ ●亀O ■ ●　● 0　0．36 ±0」7

■ OC ●●gっワ　　O．55土 0．27

●1 ●t ，668 　　0．49 土o，19

Fig．2，　 E脆 ct　 of
“Haino −to”to　 Carbuncle　in　 Mouse 　SkiII　 at　42 　hr　 after

　 　 　 　 InfeCtion 　with 　StaPh］lococcus　aureus 　226

　
DSize

　 of 　carbuncle 　is　indicated　 as 　following： mean ± S．D ．（cm2 ）．

　
2 ） （：】alculated 　Dn 　the　dry　 weight 　basis　of 　cru ⊂1e　drugs ： g，！kg！d乱y．

　 3） Significantly　different　from　dlseased　 contrel ，汐く0．05，

　
4）
　Siglli正icantly　different　frQ皿 　diseased　control ，メ）＜0．OL

Sizo　of　Cα rbuncle
　　　1｝
cm2

Diseα5edControl ・ 169 ‘●66の6O ．52畠α29 H10mm

　 　 2〕．
Dose0

．22

O．55

IJ5

2，15

Size　of　CarbuncLe
　 　 1）
（：m2D 。。〜

・

Size 。f　C 。，buncl。 、m2D

eee ●●．●●0．54 ・ O．346 −00

． ． ， OOoe ●　　　O．33 ±0．23　　11．30

一 ・ … ●． O．ig・e．203
’
　20．50

，O ．ワ・　●・　●　　　　0．36±α26　　30．C〕O

’。 ，　●　O■　●　℃　　　0．31 ±0．21

亀．亀 14 ・● 0．36± O．26

・ ‘電● 90 ■● 。．45・ 0．23

．60 亀脇 0．66 ！O．29

Fig ．3．　Effect　of
“Haino −to”

to　GarbuIlde　in ］1〔buse 　Skin　at 　l20　hr　al
’
ter

　　　　Infection　with 　StaPh）／t・‘・ccus （IU厂鄭 226

　 1 ＞ Size　 Qf 　carbuncle 　is　 indicated　 as　 fbllewing： mean ± S．1）．（cm2 ）．

　 2〕 Galculated　 on 　 the　dry　 weight 　 basis　of 　crude 　drugs ： gtkgiday．

　 3） Signi且camly 　different　rrQm　diseased　 control
，　p＜ 0．Ol．

　2） 接種後 120 時間 目に お け る膿瘍面債 の 変化　接種後 120時問 目の 膿瘍面積 を Fig．3 に 示す．

　治 癒 傾 向 が  ．55　g！kg，klay か ら 11．3〕g ，

ikg
／day の 範闘に 認 め られ るが，膿瘍面積の 縮小が統計的有意性をもつ もの

は ，1．15g ／kg ，Sday に 限 られ て い る． こ の 群に お い て
，
42時間 目か ら の 治癒効果 の 進 展 は 少な く，完 全 に 膿瘍が 消失

した もの は 認 め られ な か っ た．

　3）　病状観察　排隈湯 は 菌 接種 後 ，菌の 増殖 ，生体防御反応の 開始期 に あ た る42時間目ま で に ，膿瘍面積 の 拡大 を

有意に 抑制 して い る．しか し，排膿湯は 120時 間経過 して も完全な 治癒 に は い た らず ， 膿瘍面積は 42時間目と差 は な

い ．し．か し な が ら，患 部 症 状 は 異な っ て お り，42時 間 目で は 膿瘍境界が明らか で 周辺部の lfll管拡張， 浸潤が見 られ る．

120時 聞 日に な る と，小膿瘍に 分 か れ て 浸 潤状態 の 患部に 分 散 して い る，患部周 辺 部の 充血 も著 しい ．接種後， 120

時間が経過して も患部 の 皮膚は 弾 力性 を もち，壊死は 起 こ して い な い た め 体表 の 被毛を除去 して も， 患部 の 所 在 を 外

部か ら識別す る こ と が 困難 で あ る．全経 過 に お い て 症状 は 極 め て 軽 く，炎 症浸 潤 は 起 こ すが 症状 の 悪 化は な く、膿瘍

は 次第に 吸収 され て 治癒す る もの と推定 され た．

　4． 排膿散 の 膿瘍治癒効果

　D　接種後42時間 目に お け る膿瘍面磧 の 変 化　接種 後42 時 間 日 の 膿瘍面積を Fig．4 に 示す．
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的酘 与操勧 欄 に 嶋 ・また薬効成分に よ ・ て は ，非離 共存IN・｝に よ 靹 理 僻 鵬 御 ・ 焔 岬 蝦 の抑制
を受けた り， 拮抗成分 e一よ る 作用 の 減羽 ウ艦 定 され，数回投 フに よ る 作用力価 の 蓄積が な けれ ば，そ の 作用 を 検出 す
る こ と遡 難 プ賜 合鵬 る・薬物 帳 期投与の 腰 の ある 病態に お ・照 よ，純擁 と異 な り磯 距 キ ス 朔 虫制融

投 与を長期間 くり返 すこ とは ，摂食量 や 生態環境・こ好 ま L くない 結果 を もた らさざるを えず ， 菓効 の 判定が 困難 と な

る もの もあ る．

　生薬 エ キ ス の 薬効成分を 目樗と した 揚合，原 エ キ ス て の 作 用 を 確定す る こ とが 望 ま しい ．そ こ で精製され た 分画 や

純物質の 場合と異 っ た 条件 を もつ 牛薬原 エ キ ス に 適用 され うる投今方法 に つ い て 考えねば な ら な い ，

　そ こ で 著者 らは，す で こ 萩庭 ら4ア】が 試み た 飲料 水 混入法に 阜拠 し，さ らに 検討を 加 え て う同 の 実験 に 用い た ，今 回

試み た 漢方処 方 て 被陵動物 こ生埋 的 に 著 しい 影 響 を お よは こ ない 最高濃度は 約 20　9／kg／day に な る が，こ の 場合 50　kg
体 重 に 換 算す る と 1，000g に 相当す る、緋腔あの 場合 に 人 間 の 1 日量が 21g で あ る か ら人間 の 材重 に 換 算 した 場 合

の 50倍量 の 投与 か 可能 に 歳 り，入 間 と
．
マ ウス の 比 LE薬理   的な 要因 を 考慮 して も，有効量 と拑定 され る量 の 数倍暈 ま

で 投与観察が 可 能 とな る．ズ 際、こ 投 与操 fBこ よ る影響 の な い 範囲 で の 濃縮 エ キ ス の 長 期強制経 冂投 与で ，こ れだけ の

投与量 を維持す る こ とは ぎ2 め て 困難
ヅ

あ る．ノ1．休の 代謝凋節系1こ 濠和 に 効 力 を示 す ρ 方処 方 の 州 合に は
，

こ の 飲料

水混入 法は 非常 に 行利な 点 ガ あ る，

　
一
方 ， 飲料水混入法は 低濃度 の エ キ ス 「．ば 極 端な飲水4r否反応は 示 ご ない けれども，名 i飲水 量 の 変化が あ り，そ

の 結ボ投与量間に 完 鳶な 舌比 級数関係が 成 立 し ない こ とは 当然 で あ る．さ ら に 禾功上か ら考えれば，飲料 水 に よ る 自

然投与 の 場 合に は，彩物 の irlL中濃皮 の L昇 と維持 が，　 h 拘代謝 との 速度関係に よ っ て ，当然強制経 「1投与よ り劣る こ

と が 考え られ る．飲料水混 人法は 対 象と，g る 作用 に よ っ て は ，劫 力 検出，定 昌：化 に 困 難 を きた す ｛、 の と考 え られ，そ

の 適用に ・よ
冖

定 の 「盟 が あ る・以一［の 問va．・L／］よあ るが f
）1・iJ・di）・VFma！勿 ，排膿散 の tn 合瞬 よ，本投 ケ怯 に よ っ て

一
定 の 効

果 の 砕 誌 が で ぎた こ と は 本法が 極め て 有用 な例 て あ っ た と考え ら れ る．L か 〔．、　r が ら，エ キ ス 成 分 の 精 製 化 の 過 程 の

なか で ，強制投与に よ る 用量反応関係 を確定す る必 要が あ り，こ の 点 に つ い て は 順次検討す る予定 で あ る．

　排膿湯お よ び 排膿散は 金匱 要略に収載 され て い るノ ，flの 記赦が な く，後世に な っ て 証 が確定 Lて きて い る、過去 の

適応症 に つ い て は 混乱バ あ・1
二が ， 近年，捌膿 in

’t．．化膿症 の きわ め て 初期 ま た は 盛 り を す ぎた ，1妥期の 4，の ，さらに は

局所 症状 だ け　く一身症状が 少なく，しか も局所 の 浸潤 が あ ま り強 くな く集張 も強 くな い 4，の に 用 い られ．る，一．．・
方，排

膿散 は 疼痛 を伴 う化膿性腫物 で患 ． トが 糸張 1 炎症浸潤強 く堅硬状態 を示 し て い る 。昔疾患 に 用 い て い イ丿．ま た 浸潤 が 強

くなか なか 排膿せ ず，あ るい ee一排膿後偵 瘍 に な っ て も周 囲 の 浸潤が 強 く緊張 1 堅 硬 の 4， の に 用 い て お り， ．炎症浸潤 の

強 い もの が 適応症 の 特徴で あ る．

　今 回 の 実 験 に お い て ，初：鵬 ．は 1蘚乖され た 菌体 の 増殖 を抑 え 膿瘍 の 形成 を 抑制 して い る．ま た慢 1生的経過 を示 し た

もの で も膿瘍は 漸次分散 L 吸 収 さ才して ， 膿瘍の 1尸局化は すす ん で い な い ．こ の こ とは 膿瘍周辺 部の 噌h今織の 生成が 抑

制 され て い る もの と 考え られ，処 ノj構成生 嘩で あ る 凵草 の ス テ 卩 イ ドホ ル モ ソ 様 作用
25 ）

と の 関 連 力騅 察され る．廿休

防 御反応 と し て の 膿瘍の ［艮局化が 抑制 さ矛して い る こ とは ，適用症 が
“
局 所症状 に 限 り八

身症状 の 少ない もの
” 48 ）

に 限

定 され る用法 Eの 規制 と
一

致す る．しか しな が ら膿瘍の 分散，吸収 に 示され る接種菌 の 減少 が，
“
化膿を 防止す る

” 49）

と言わ れ る 桔梗の 作用 か ，あ る い は ，被検動物 自体 の 抵抗力に よ る もの か は 明 らか で ない ．い ずれ に し て も ， 排膿湯

は 化膿性疾患 の 初 期 の 位 澗 期 か ら膿瘍形成 期 へ の 移行を抑え ， 浸潤期か ら治癒 させ る豪物 と考え られ る．また 抗炎症

作用 が 極 め て 重要な要因 で あ る こ と も推察 され る．

　排膿 朕 の 実験的な 白 果 は ，主薬 と もされ て い る桔 梗の 共 通性 に もか か わ らず，そ の 1乍用 は 排膿避 と異な っ て い る．

排膿散 は由援租か ら浸潤期ま L；こ は な ん ら者 しい 効果を示 さない ．しか L ，膿蕩形成期に お い て は 慓準病態群 で の 膿

瘍形成 に 比 べ ，排 膿散 投 今群 仏 著 し く患部 の 限局化を引 き起 こ す．また 膿瘍周 辺 部皮 1菖は 膿瘍 に よ る 生理 的 な反応 を

／1・さす に 正 常 状 態 に 復 1一て い る こ とか ら，’1剤の 抗 炎痒r「用 を惟察さ せ る．接種後 120時間円で 排膿 1 投与 の 場合の

患部ノ 量潤状態 の ま 重反 膚 の 牛 什‘占動 が 締持 され て い る の に 対 し， 標量病 態群 で は 皮膚患部は 峡死を起 こ し て い る，

排膿散投与 の 場合 に は ，こ の 壊死 化が 著 し く進展 して い も．膿瘍が標準病態に 比 べ 限局 され球状 を
口

して い る こ とは，
こ の 皮膚 の 壊死 と合わ せ 自濃排膿 の 発現を 促進す る もの と 考え られ る．しか しなが ら，本実験例で は 化膿 の 促進 に よ

る 排膿現象は 確認 して い ない ．排膿散 に は 卵黄 を合 わ せ 用 い る と k れ て お り，
こ の 卵黄 は 病状が 進圧、もせ ず，治癒傾

47）杁庭丈寿，原団 止敏，壁誌，86，231（1966）．
48）矢数道 明 ，

“
1ヂ方処 方解説

”
， 創元社 ， 大 阪 ，

1966
， p・斗42．

49）矢数道朋 ， 同 L，p，440 ．
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向毫、な く安定 1、た 時，化膿を促進させ 病状の 進展を促 1．，そ の 結果排膿させ る もの
49 ）

と され て い る．今回 ，排膿散 に

は 卵黄 を用 い て い な い が，排膿散 に よ る 膿瘍の 限局， 患部皮膚 の 壊死が 排膿散に 加 え られ る卵黄に よ っ て さ らに
一

時

的 な膿瘍の 内圧 の 上 昇を 引き起 こ し， 自潰を助け る もの に な る 可能性 が あ り，
“
化膿を 促進 す る

”
卵 黄 を 用 い る 二 と

は 本実験 と 矛盾 しな い ．排膿散 の 場合に は 緊張 の 緩解，炎症浸潤 の 抑制作用 の あ る もの と ， 化膿を 促進 して 排膿 させ

る もの が共存 して い る と考え られ る ．

　構 成 4：薬 の 抗 菌．1生に つ い て は 引き続ぎ倹討す るが，現在に お い て も
“
化膿 の 防止

t’49 ）
か ら桔梗 の 割合が 多い 排膿楊

の 場合，桔梗 の 抗菌作用 を 推 察す る こ とは 妥当で あ る．し か し，排膿散の 場 合 に は
“

化膿を 促す
”

卵黄 と
“
抗菌作用

の ある （仮定）
”

桔梗 が共存す る こ ととな り ，
こ の 相反す る 作用 の 説 明 が 困 難 で あ る．確 か に 大黄の ご と く瀉下成分で

あ る dianthrorle系化合物 と」L潟1乍用 を 示 す tannin 系物質の 共存があ り，そ の 作用発現 は 用法と用 量 で 区別され る．

こ の よ うな 例は 生薬製剤の 場 合に 多くみ ら れ，また こ れ が 生 薬 の 特徴 と もされ て い る．しか し排膿散は
“

排膿をも っ

ば らと し，そ の 効迅速 で あ る
”

と され 開放性に な る こ と を第
一

目的 とて い る点と ， 桔梗は
“
排膿を 促す

”
と され て い

る点，お よ び 桔梗が 量的 に 少ない こ とか ら も考え，排膿散 の 場合に ぱ 桔梗 の 抗菌作用 を主 な る作用 とす る こ とに 疑 問

が もた れ る．む しろ ， 排膿湯の 場合 に は 仮に 桔梗 が抗菌作用 を もつ と し て も，排膿散 で は 芍薬，枳実に 協同 し患部皮

膚 の 壊死 の 促進等に 強 く関与す る と考 え られ る．こ の 場合 ， 排膿散の 主 薬を 桔梗 と しな い 説を 支持す る こ とに な る，

今隙 よ
， 自然経 「」投与 に よ る 薬物 の 長期 投 与 を 行 な っ た が，織 二 排膿散 の 頓服的用法か ら考え 膿瘍最盛期に お げ る

t，2 回 投 与
「・
に よ る効果 の 検討は 今後行なう予定で あ る．

　今回 の 実験か ら，排膿 湯は 初 期感染症 に 対 し て 化膿を防 ［L し，痒状の 進展を抑制して 吸収1肖滅させ る傾向が 認め ら

れ，排膿散は 患、部の 限局化と患部皮膚の 壊 死 化に よ る 膿瘍 の 開放化を 目的 と す る 事が 推 定 され る．い ずれ も漢 方用 法

上の 使用法 と よ く一致 した．

　こ の よ うに 排膿湯と排膿散 に 作用 点 の 違い が あ る 事 よ り，排膿 散 及 湯 と L て 合 方 で 用 い る よ り も 学方 と し て の み 用

い る 方が 良い と され る
6）

説が 妥当で あ る．

　な お 排膿湯，排 膿散 い ず れ の 場 合 イ， 生 薬製剤 の 実験 結果に Lば しば認め られ て い る 高用量
．
で の 治癒効果が 逆 に 減少

す る 例が 本実験 で も認め られ た．

）
　
）

）
　
）
　
）

）

ー
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結 論

排膿湯は 感染化膿菌の 増殖に よる 生 体防 御反応期に ンrsい て 膿瘍 の 形成 を抑制 した ．

排 隈 湯 投 ケ時 の 膿瘍周 辺 部は 充血 し浸潤が強く表わ れ て ，膿瘍は 漸次吸収 され治癒す る傾向が あ る．

排膿散は 初 期 症状に 対 し．て 効果が 認め られ なか っ た．

排膿散は 感染後 120時間 目に お い て 膿瘍面積 の 有意な縮小が ri忍め られ た．

排膿散投与 に お い て 面積的 な縮小 が 認 め られ な い 場 合 で も，皮膚は 壊 死 を 起 し 排膿作用が考え られ る．

排膿湯 と排膿散は 漢 方医学に お け る文献 の 記載に
一．一
致 し，作用 点が 異な る と考 え られ る．
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